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	インタラクティブなデータ解析を用いたビッグデータ利活用
	■主な研究内容
	サイバー空間情報解析：ソーシャルメディア解析：ソーシャルメディアではユーザ同士が友人関係で結合されており、ネットワーク構造と情報の流れを分析することで、友人間を情報がどう拡散するかなどを調べることが可能です。 図１は、大震災時にTwitterのユーザがどのように避難場所情報を拡散し共有したかを可視化したもので、情報拡散の中心人物や、拡散のパターンを視覚的にモニタリング可能にしています。さらに、各種話題の社会的影響力、言語を超えた拡散の予測、ユーザの極化を招く論争など、様々な観点からソーシャルメディ...
	実世界情報解析：実世界から収集される多種多様なセンサーデータの利活用を図るため、インタラクティブな可視化・分析技術の研究開発を行っています。特に、車載GPSや加速度計などから取得した運転・交通情報等を長期間収集し分析可能とする基盤を構築し、ドライバーの挙動や要注意地点の把握を可能にする分析技術の研究開発を行っています（図2）。道路や橋梁などのインフラは老朽化や損傷等により大きな事故が発生しないよう定期的な点検が欠かせませんが、広範囲のインフラを網羅的に点検することは容易ではなく、道路に関しては幹線...


